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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管理サーバーが、再生可能エネルギーを用いて発電を行う発電手段と、需要者側に分散
配置された蓄電手段群と、前記発電手段により発電された電力を前記蓄電手段群の各蓄電
手段へ向けて送電する送電手段とに、ネットワークを介して接続され、
　当該管理サーバーは、前記発電手段から発電情報を、前記各蓄電手段から蓄電容量の空
きを含む蓄電情報を収集し、前記発電手段が閾値を超える発電状況にあるとき、発電され
た電力のうち閾値を超える電力を前記蓄電情報に基づき各蓄電手段に割り振ると共に、各
蓄電手段に対し割り振った電力の充電指令を通知し、
　前記管理サーバーは、蓄電容量に空きのある蓄電手段のすべてに対し充電する自動充電
モードと、蓄電容量に空きのある蓄電手段のうち需要者の端末からの要請のあった蓄電手
段に充電する任意充電モードのいずれかを選択して、前記蓄電手段に対し充電指令を通知
可能であることを特徴とする再生可能エネルギー電力の分散型蓄電システム。
【請求項２】
　前記発電手段の周辺の天候を予測する天候予測手段に対し前記ネットワークを介して前
記管理サーバーが接続可能とされ、
　当該管理サーバーは、期間を指定して前記天候予測手段から天候予測情報を収集し、収
集した天候予測情報から指定した期間の発電予測量を算出すると共に、算出した発電予測
量と収集した各蓄電手段の蓄電情報から、前記指定した期間に発電される電力のうち閾値
を超える電力の割り振りと割り振った電力の充電を含む充電計画を生成し、前記発電手段
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が閾値を超える発電状況にあるとき、前記充電計画に基づき、発電された電力のうち閾値
を超える電力を前記蓄電情報に基づき割り振ると共に、各蓄電手段に対し割り振った電力
の充電指令を通知することを特徴とする請求項１記載の再生可能エネルギー電力の分散型
蓄電システム。
【請求項３】
　電力の売電価格情報を提供する売電価格情報提供手段に対し前記ネットワークを介して
前記管理サーバーが接続可能とされ、
　当該管理サーバーは、前記売電価格情報提供手段から前記指定した期間の売電価格情報
を収集し、収集した売電価格が予め設定された値を下回るとき、前記蓄電手段に対し前記
充電計画に基づく充電指令を通知することを特徴とする請求項２記載の再生可能エネルギ
ー電力の分散型蓄電システム。
【請求項４】
　前記管理サーバーは、期間を指定して充電計画を生成するにあたり、算出した発電予測
量と収集した各蓄電手段の蓄電情報から、各蓄電手段の蓄電量を予め減らす減電計画を生
成し、各蓄電手段に対し前記減電計画に基づく負荷手段への給電指令を通知することを特
徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の再生可能エネルギー電力の分散
型蓄電システム。
【請求項５】
　前記管理サーバーは、前記発電手段が閾値を超える発電状況にないとき、前記各蓄電手
段に対し蓄電された電力を負荷手段へ給電する給電指令を通知することを特徴とする請求
項１ないし請求項４のいずれか一項に記載の再生可能エネルギー電力の分散型蓄電システ
ム。
【請求項６】
　前記送電手段の送電網の途中に送電制御部が設けられると共に、当該送電制御部よりも
発電装置側の送電網に蓄電池が接続され、送電制御部に対する管理サーバーからの送電指
令により、前記発電手段から発電された電力が需要者側の送電網に送電され、送電制御部
に対する管理サーバーからの送電停止・充電指令により、前記発電手段から発電された電
力が発電装置側の蓄電池に充電されることを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれ
か一項に記載の再生可能エネルギー電力の分散型蓄電システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、再生可能エネルギーにより発電された電力を需要者側に設置された蓄電池群
に分散して蓄電する分散型蓄電システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　１９９５年の電気事業法改正により電気事業のうち発電が自由化されると共に、２０１
２年の再生可能エネルギーの全量買取制度の開始により、発電の自由化が促進されるよう
になった。また、環境問題への取組みと需要者の意識の変化により、再生可能エネルギー
電力の供給に対する需要者の期待が高まっている。ところが、風力、太陽光、水力、地熱
などの再生可能エネルギーによる発電電力は変動幅が大きく、需要に対する供給過大や供
給不足など、需要と供給のバランスを図るのが難しいという課題が挙がるようになった。
【０００３】
　このため、再生可能エネルギーによる発電電力の送電時の変動幅を少なくするため、当
該発電所内に複数の蓄電池を設置し、送電前に発電電力を発電所内の蓄電池に蓄える発電
システムが提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２２９２０５号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１の発電システムは発電所側で風力による発電電力の変動
予測にあわせて蓄電池の放電・充電を制御するものであるため、再生可能エネルギー電力
に対する需要者側の需要や、蓄電に対する期待に十分応えられるシステムではなかった。
一般住宅など需要者側に蓄電池を設置する例もあるが、この場合も前述の需要や期待に応
えられるものではなく、そのため、再生可能エネルギーによる発電電力の需給バランスを
改善し、需要者側の蓄電池の利用効率を向上できる蓄電システムの実現が要望されていた
。
【０００６】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたもので、再生可能エネルギーによる発電電力の需
給バランスの改善と、蓄電池の利用効率向上を図ることが可能な分散型蓄電システムを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る分散型蓄電システムは、
　管理サーバーが、再生可能エネルギーを用いて発電を行う発電手段と、需要者側に分散
配置された蓄電手段群と、前記発電手段により発電された電力を前記蓄電手段群の各蓄電
手段へ向けて送電する送電手段とに、ネットワークを介して接続され、
　当該管理サーバーは、前記発電手段から発電情報を、前記各蓄電手段から蓄電容量の空
きを含む蓄電情報を収集し、前記発電手段が閾値を超える発電状況にあるとき、発電され
た電力のうち閾値を超える電力を前記各蓄電情報に基づき各蓄電手段に割り振ると共に、
各蓄電手段に対し割り振った電力の充電指令を通知し、
　前記管理サーバーが、蓄電容量に空きのある蓄電手段のすべてに対し充電する自動充電
モードと、蓄電容量に空きのある蓄電手段のうち需要者の端末からの要請のあった蓄電手
段に充電する任意充電モードのいずれかを選択して、前記蓄電手段に対し充電指令を通知
可能であることを主要な特徴とする。
【０００８】
　本発明に係る分散型蓄電システムは、
　前記発電手段の周辺の天候を予測する天候予測手段に対し前記ネットワークを介して前
記管理サーバーが接続可能とされ、
　当該管理サーバーは、期間を指定して前記天候予測手段から天候予測情報を収集し、収
集した天候予測情報から指定した期間の発電予測量を算出すると共に、算出した発電予測
量と収集した各蓄電手段の蓄電情報から、前記指定した期間に発電される電力のうち閾値
を超える電力の割り振りと割り振った電力の充電を含む充電計画を生成し、前記発電手段
が閾値を超える発電状況にあるとき、前記充電計画に基づき、発電された電力のうち閾値
を超える電力を前記各蓄電情報に基づき割り振ると共に、各蓄電手段に対し割り振った電
力の充電指令を通知することを第２の特徴とする。
【０００９】
　本発明に係る分散型蓄電システムは、
　電力の売電価格情報を提供する売電価格情報提供手段に対し前記ネットワークを介して
前記管理サーバーが接続可能とされ、
　当該管理サーバーは、前記売電価格情報提供手段から前記指定した期間の売電価格情報
を収集し、収集した売電価格が予め設定された値を下回るとき、前記蓄電手段に対し前記
充電計画に基づく充電指令を通知することを第３の特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る分散型蓄電システムは、
　前記管理サーバーが、期間を指定して充電計画を生成するにあたり、算出した発電予測
量と収集した各蓄電手段の蓄電情報から、各蓄電手段の蓄電量を予め減らす減電計画を生
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成し、各蓄電手段に対し前記減電計画に基づく負荷手段への給電指令を通知することを第
４の特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る分散型蓄電システムは、
　前記管理サーバーが、前記発電手段が閾値を超える発電状況にないとき、前記各蓄電手
段に対し蓄電された電力を負荷手段へ給電する給電指令を通知することを第６の特徴とす
る。
【００１３】
　本発明に係る分散型蓄電システムは、
　前記送電手段の送電網の途中に送電制御部を設けると共に、当該送電制御部よりも発電
装置側の送電網に蓄電池を接続し、送電制御部に対する管理サーバーからの送電指令によ
り、前記発電手段から発電された電力を需要者側の送電網に送電し、送電制御部に対する
管理サーバーからの送電停止・充電指令により、前記発電手段から発電された電力を発電
装置側の蓄電池に充電することを第７の特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように、本発明の分散型蓄電システムによると、晴天等、閾値を超える発
電状況にあるときは発電手段から送電された閾値を超える電力を需要者側に分散設置され
た蓄電手段群に対し分散して充電し、これにより需要者側の蓄電手段群に分散されたバッ
ファ機能を持たせ、また、雨天等、閾値を超える発電状況にないときは各蓄電手段から給
電して需要者のエネルギマネジメントの一部として機能させ、これらの２つの機能を需要
者側の蓄電手段に同時に持たせることができる。これにより一蓄電池二機能化を実現し、
不安定な再生可能エネルギーによる発電電力の需給バランスの改善と、蓄電池の利用効率
向上の実現を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る分散型蓄電システムの全体構成例を示す図、
【図２】図１に示す管理サーバーの構成図、
【図３】本発明に係る分散型蓄電システムの運用手順を示すフロー図、
【図４】充電モードの選択画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１７】
　本発明に係る再生可能エネルギー電力の分散型蓄電システムＳ（以下、蓄電システムＳ
と称す）は、再生可能エネルギーを用いて発電した電力を需要者側に分散配置された蓄電
池群に分散して蓄電するシステムであり、図１にそのシステム構成例を示す。
【００１８】
　図１に示す蓄電システムＳは、発電装置１００と、需要者側に分散配置された複数の蓄
電池２００からなる蓄電池群と、送電網３００とに、管理サーバー４００がネットワーク
５００を介して接続された構成となっている。すなわち、管理サーバー４００が、発電所
１００の通信制御部１１０と、各蓄電池２００の通信制御部２１０と、送電網３００の送
電制御部３１０とに、それぞれネットワーク５００を介して接続されている。管理者側の
端末６００は、ネットワーク５００を介して各蓄電池２００の通信制御部２１０、管理サ
ーバー４００と接続可能とされている。
【００１９】
　発電装置１００は、再生可能エネルギーを利用して発電する設備であり、太陽光、風力
、水力、地熱等の自然エネルギーを利用した発電装置、家畜ふん、焼酎かす、竹チップ等
のバイオマスエネルギーを利用した発電装置等からなる。発電装置１００は単独または複
数を組み合わせて構成し、あるいは火力・原子力等のベース電源となる発電所と一緒に設
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置してよい。発電装置１００は、発電情報（発電量、電流、電圧）を収集し、管理サーバ
ー４００に定期あるいは非定期に送信する通信制御部１１０と、発電情報を計測する計測
器１２０を備えている。
【００２０】
　蓄電池２００は、需要者の敷地内に分散配置され、各敷地あるいは外部の負荷装置７０
０に対し給電することができる。需要者は単独または複数からなり、したがって、複数の
蓄電池２００が単独需要者の敷地に分散配置される場合と、複数の需要者の各敷地に分散
配置される場合の両方を含む。需要者は例えば自治体、病院、工場、オフィス、一般家庭
等からなる。
【００２１】
　各蓄電池２００は蓄電情報（蓄電量、蓄電率、空き容量、空き容量率等）・給電情報（
給電量等）を管理サーバー４００に定期あるいは非定期に送信し、管理サーバー４００か
らの充電・減電・給電の各指令を受信する制御通信部２１０と、蓄電情報・給電情報の計
測器（図示せず）を備えている。各蓄電池２００は例えば鉛蓄電池やアルカリ蓄電池等か
らなり、単独または複数台接続して使用される。負荷装置７００は蓄電池２００からの給
電により作動される設備機器、例えば空調、照明、自家発電、昇降、通信その他の設備機
器からなる。
【００２２】
　送電網３００はその途中に送電電力を分配する電力分配部３１０を備え、電力分配部３
１０から各蓄電池２００に対し電力分配線３２０が接続されている。
【００２３】
　管理サーバー４００は、発電装置１００から発電情報、蓄電池２００から蓄電情報・給
電情報、後述する天候予測情報を収集し、各蓄電池２００に対する充電計画と減電計画を
生成する。このため、図２に示すように、管理サーバー４００は、各情報の入出力部４１
０と、収集した各情報を蓄積するデータ蓄積部４２０と、発電予測量を算出する予測量算
出部４３０と、充電計画を生成する充電計画生成部４４０と、減電計画を生成する減電計
画生成部４５０と、各計画生成プログラムを含む各種プログラムを格納するプログラム格
納部４６０と、発電装置１００が後述する閾値を超える発電状況にあるか否かを判断する
発電状況判断部４７０と、システム全体および各部の制御を行う制御部４８０を備えてい
る。制御部４８０による制御内容は後述する。
【００２４】
　データ蓄積部４２０は、需要者毎の過去の需要量実績も蓄積可能であり、蓄積された過
去の天候予測情報、需要量実績、供給量実績から、充電計画生成にあたり、期間を指定し
て予測量算出部４３０により需要予測量を算出することが可能である。
【００２５】
　前記管理サーバー４００は、ネットワーク５００を介して外部の天候予測情報提供サー
バー８００と外部の売電価格情報提供サーバー９００に対し接続可能とされている。前者
のサーバー８００は、例えば気象庁や民間気象予測会社のサーバーからなり、管理サーバ
ー４００からの要求に従い、指定された期間の発電装置１００の周辺の天候予測情報を管
理サーバー４００に通知する。通知される天候予測情報には、発電装置１００の種類に応
じて、晴れ、曇り、雨、気温、湿度、風速、風向、晴天率、降水率、水量等の天候に関す
る１または複数の情報が含まれる。
【００２６】
　また、後者のサーバー９００は、例えば再生可能エネルギーによる電力の売買を仲介す
る売買仲介会社のサーバーからなり、管理サーバー４００からの要求に従い、指定された
期間の発電予測量に対する売電価格情報を管理サーバー４００に通知する。
【００２７】
　なお、ネットワーク５００は、インターネット回線または有線または無線のＬＡＮ回線
から構成されている。
【００２８】
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　次に、太陽光発電を例とし、図３を参照しつつシステム管理者が上記蓄電システムＳを
運用し蓄電する手順と制御方法について説明する。
【００２９】
（発電情報、蓄電情報等の収集）（ステップＳ１）
　システム管理者からの指令により、管理サーバー４００は、日常の運用として、ネット
ワーク５００を介して発電装置１００から発電情報、各蓄電池２００から蓄電情報・給電
情報を定期的（例えば１０分毎、３０分毎、１時間毎）にあるいは非定期に収集し、収集
した各情報をデータ蓄積部４２０に蓄積する。
【００３０】
（天候予測情報の収集）（ステップＳ２）
　次に管理サーバー４００は、システム管理者からの指令により、翌日の充電計画に用い
る天候予測情報を、期間を指定して（例えば翌日の日の出から日の入りとして、翌日７時
から１８時）、ネットワーク５００を介して外部の天候予測情報提供サーバー８００から
定期的（例えば３０分毎、１時間毎）にあるいは非定期に収集し、収集した天候予測情報
をデータ蓄積部４２０に蓄積する。
【００３１】
（売電価格情報の収集）（ステップＳ３）
　さらに管理サーバー４００は、システム管理者からの任意の指令により、上記指定した
期間の発電に対する売電価格情報を、ネットワーク５００を介して外部の売電価格情報提
供サーバー９００から収集し、収集した売電価格情報をデータ蓄積部４２０に蓄積する。
売電価格情報には予測価格も含まれる。
【００３２】
（発電予測量の算出、通知）（ステップＳ４）
　次に管理サーバー４００は、システム管理者からの指令により、収集した天候予測情報
から、予測量算出部４３０が指定期間（翌日７時から１８時）の発電予測量を算出する。
算出方法の例として、例えば直前の数週間・過去数年間から天候情報が近似する期間を抽
出し、同期間の発電装置１００の実際発電量から発電予測量を算出する。あるいは過去の
天候情報と発電量の相関関係式から発電予測量を算出する。算出した発電予測量は、シス
テム管理者からの指令あるいは需要者の端末６００からの要請により、天候予測情報およ
び売電価格情報を含め、ネットワーク５００を介して各需要者の端末６００に一斉通知す
る。通知を受けた需要者は翌日の天候、発電量、売電価格を予測して、蓄電池２００の蓄
電容量の空き容量を予め増やすかどうかを判断できる。
【００３３】
（充電計画の生成）（ステップＳ５）
　次に管理サーバー４００は、システム管理者からの指令により、算出した翌日の発電予
測量と収集した各蓄電池２００の蓄電情報に含まれる蓄電容量の空き容量の合計から、充
電計画生成部４４０が、翌日の発電予測量のうち閾値を超える電力の割り振りと割り振っ
た電力の各蓄電池２００に対する充電を含む充電計画を生成する。各蓄電池２００の蓄電
容量の空き容量は、充電計画生成時点の最新情報を収集することで、精度の高い充電計画
を生成できる。充電計画生成部４４０は、翌日の発電予測量が各蓄電池２００の空き容量
の合計を下回るときは各蓄電池２００に順次割り振って充電する充電計画を生成し、翌日
の発電予測量が空き容量の合計を上回るときは、余剰電力の発生が見込まれるので、後述
する各蓄電池２００に対する減電計画を生成してから、減電計画達成後に充電計画を生成
する。
【００３４】
（発電状況の判断）（ステップＳ６）
　次に、管理サーバー４００は、充電計画を実行するにあたり、収集した最新の発電情報
から、発電装置１００が閾値を超える発電状況にあるか否かを発電状況判断部４７０が判
断する。
【００３５】
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（充電モードの選択）（ステップＳ７）
　発電装置１００が閾値を超える発電状況にあると発電状況判断部４７０により判断され
ると、制御部４８０が充電モードを選択し、システムを充電モードに設定する。ここで発
電状況に対する閾値は、需要と供給のバランスを図る観点から、発電装置１００の発電容
量を基準とし、ベース電力として安定して得られる平均電力値（例えば発電容量の２０％
～５０％）を閾値に設定することが望ましいが、閾値をより低く（例えば発電容量の５％
～２０％未満に）設定してよい。
【００３６】
（減電計画の作成）（ステップＳ８）
　管理サーバー４００は、充電計画生成部４４０が充電計画を生成するにあたり、算出し
た発電予測量と収集した最新の蓄電情報から、前記発電予測量が各蓄電池２００の蓄電容
量の空き容量の合計を上回るときは、必要な合計空き容量を確保するために、減電計画生
成部４５０が、各蓄電池２００の蓄電容量の空き容量の合計が発電予測量以上となる減電
計画を先行して生成する。例えば、発電予測量に対する各蓄電池２００の空き容量目標値
を予め設定しておき、空き容量の目標値に達しない蓄電池２００に対して目標値を達成す
る減電計画を生成する。
【００３７】
（減電指令、給電）（ステップＳ９）
　管理サーバー４００は、生成された減電計画に従い、制御部４８０が空き容量の目標値
に達しない蓄電池２００に対し減電指令を通知し、通知を受けた蓄電池２００の通信制御
部２１０は蓄電池２００に蓄電された電力を負荷装置７００に対し空き容量が目標値に達
するまで優先的に給電を継続する。
【００３８】
（充電指令、各電池への充電）（ステップＳ１０）
　管理サーバー４００は、減電指令による減電計画を達成すると、制御部４８０が充電計
画を実行する。すなわち、充電モードの設定状態で、制御部４８０が、指定期間（翌日の
７時から１８時まで）の間に発電装置１００から送電網３００に送電される電力を、充電
計画に従い蓄電池２００毎に割り振ると共に、各蓄電池２００の通信制御部２１０に対し
て充電指令を通知する。各蓄電池２００の通信制御部２１０は、充電指令に従い、割り振
られた電力を各蓄電池２００に充電する。これにより、充電計画に従い、指定期間中に発
電装置１００で発電された電力のうち閾値を超える電力が計画的に割り振られ、各蓄電池
２００に分散蓄電される。
【００３９】
　管理サーバー４００は、充電計画に従い（あるいは減電計画達成後）、タイムリーに充
電指令を通知できる。すなわち、管理サーバー４００は、充電計画の指定期間の当日に逐
一収集蓄積される発電情報と同時刻の各蓄電情報の空き情報から両者の差を比較して充電
可能量を逐一算出し、算出した充電可能量に基づき充電計画生成部４４０が当日の分配を
含む充電スケジュールを逐一策定し、策定された充電スケジュールに従い、制御部４８０
が各蓄電池２００に対し割り振った電力の充電指令を逐一通知する。この場合、各蓄電池
２００に対する充電指令は、各蓄電池２００に対する充電量が充電可能量に対し所定の幅
の上限および下限の間（例えば±３％以内）に収まるような指示を含めることができる。
これにより発電電力の供給と需要の実質的な一致が図られる。なお、充電結果は蓄電情報
の一部として各蓄電池２００から管理サーバー４００に送信される。
【００４０】
　なお、発電装置１００で発電された電力は図示しないパワーコンディショナーで直流電
力から交流電力に変換される。そして、送電網３００の途中に設けた送電制御部１３０に
対する管理サーバー４００からの送電指令により、需要者側の送電網３００へ送電され、
送電制御部１３０に対する管理サーバー４００からの送電停止・充電指令により、発電装
置１００側の送電網３００に接続した蓄電池１４０に電力を充電し、蓄電することができ
る。
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【００４１】
（給電モードの選択）（ステップＳ１１）
　管理サーバー４００は、上記ステップＳ７で、発電装置１００から収集される平均電力
量が閾値以下で、発電装置１００が閾値を超える発電状況にないと発電状況判断部４７０
により判断されると、制御部４８０が給電モードを選択し、システムを充電モードから給
電モードに切り替える。
【００４２】
（給電指令）（ステップＳ１２）
　システムが給電モードに設定されると、制御部４８０が各蓄電池２００の通信制御部２
１０に対し、各蓄電池２００から蓄電電力を負荷装置７００へ給電する給電指令を通知す
る。給電指令には給電条件、例えば平均電力量が閾値を大きく下回るとき（例えば閾値の
５０％以下であるとき）に給電を開始する、あるいは給電時間や給電量が上限に達すると
給電を停止する等の給電条件を付加できる。給電モードは発電状況判断部４７０により発
電装置１００が閾値を超える発電状況にあると判断されるまで継続される。
【００４３】
　上記蓄電システムＳによると、充電計画の生成にあたり、図４に示すような充電モード
選択画面Ｇからシステム管理者が自動充電モードと任意充電モードを選択するように設定
できる。自動充電モードは、すべての蓄電池２００を対象とする充電計画を生成する。任
意充電モードは、各需要者の端末６００から指定時間（例えば当日の１５時）までに充電
要請のあった蓄電池２００のみを対象とする充電計画を生成する。システム管理者は、本
蓄電システムＳの設置場所、設置状況、発電規模、需要者側の蓄電形態、利用形態に応じ
て、自動充電モードまたは任意充電モードのいずれかを選択できる。
【００４４】
　一方、需要者の各端末６００に図４に示す充電モード選択画面を設けて、需要者がいず
れかを選択し、指定時間（例えば当日の１５時）までに管理サーバー４００に通知するよ
うに設定してもよい。自動送信モードを通知する以後毎回充電計画の対象となり、任意充
電モードを通知すると充電計画毎に充電要求を必要とする。
【００４５】
　上記蓄電システムＳによると、晴天等、発電装置１００が閾値を超える発電状況にある
ときは、発電装置１００で発電された閾値を超える分の余剰電力を需要者側に分散設置さ
れた蓄電池群に対し分散して充電することで需要者側の蓄電池にバッファ機能を持たせ、
また、雨天等、発電装置１００が閾値を超える発電状況にないときは、設定された給電条
件に従い、蓄電池に蓄電された電力を給電して需要者のエネルギマネジメントの一部とし
て機能させ、これらの２つの機能を需要者側の蓄電池に持たせることができる。これによ
り一蓄電池二機能化を実現し、蓄電池の利用効率を社会全体で向上させ、ベース電力を確
保しつつ、不安定な再生可能エネルギーによる発電電力の需給バランスを改善することが
可能となった。
【００４６】
　上記蓄電システムＳでは、太陽光発電の例を説明したが、風力発電、地熱発電、水力発
電、波力発電、バスオマス発電等に対して適用可能であることは言うまでもない。
【００４７】
　上記蓄電システムＳに用いられる蓄電池２００は携帯機器（携帯電話、スマートフォン
、タブレット、ノートパソコン、カメラ、音楽プレーヤーなど）の内蔵バッテリーであっ
てもよい。送電網３００に接続された終点のコンセントや充電器と接続し、管理サーバー
４００の制御部４７０からの充電指令に基づき、同バッテリーに蓄電できる。課金を条件
としてもよい。
【００４８】
　かくして、本発明に係る分散型蓄電システムによれば、再生可能エネルギーによる発電
電力の需給バランスの改善と蓄電池の利用率向上を実現することができる。
【産業上の利用可能性】
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【００４９】
　本発明に係る分散型蓄電システムは、太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなどの再
生可能エネルギーを利用して発電された電力を需要者側に設置された複数の蓄電池に蓄電
するための蓄電システムとして利用可能である。
【符号の説明】
【００５０】
　１００　発電装置
　１１０，２１０　通信制御部
　１２０　計測器
　１３０　送電制御部
　１４０，２００　蓄電池
　３００　送電網
　３１０　電力分配部
　３２０　電力分配線
　４００　管理サーバー
　４１０　入出力部
　４２０　データ蓄積部
　４３０　予測量算出部
　４４０　充電計画生成部
　４５０　減電計画生成部
　４６０　プログラム格納部
　４７０　発電状況判断部
　４８０　制御部
　５００　ネットワーク
　６００　端末
　７００　負荷装置
　８００　天候予測情報提供サーバー
　９００　売電価格予想情報提供サーバー
　Ｓ　蓄電システム（分散型蓄電システム）
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